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１．審議経過

概要Ｂ／Ｃ事業費
（億円）

工期
再評価の理由審議経過

完了着工

【工事概要】
延⾧2.30km
幅員5.5（7.0）m
（うちトンネル L=1,410m)

1.1238.0H34H25当初
(H25新規)

【工事概要】
延⾧2.30km
幅員5.5（7.0）m
（うちトンネル L=1,410m)

0.8457.1R８H25事業採択後
10年経過

第1回審議
(R4年度)

【変更内容】
事業費 57.1億 → 68.0億 10.9億増
工期 R8 → R9 1年延⾧

0.8068.0R９H25再評価後変更
（事業費・工期）

第2回審議
(R7年度)



２．目的・事業概要・これまでの経緯

事業の目的

・道路交通の円滑化及び安全性向上を図ることで、地域住
民の生活利便性の向上、救急医療体制強化の支援及び地
域産業や観光振興に寄与する。

事業概要

事業延長 L＝２．３０㎞

幅 員 W=５．５（７．０）m

全体事業費 ６８．０億円

計画交通量 ５１６台／日（Ｒ２２）

これまでの経緯

平成２５年度：事 業 化

平成２５年度：事業着手

令和６年度末時点

２７０ｍ供用開始

事業進捗率：６４．５％（事業費ベース）

用地進捗率：１００．０％（面積ベース）

凡 例

現 道

整備中

整備済

標準断面図
残延長 Ｌ＝２．０３ｋｍ

国道382号線

主要地方道厳原豆酘美津島線

厳原地区

厳原港

つしま病院

安神
供用開始済 Ｌ＝０．２７ｋｍ



３．事業の効果・必要性

改 良 後

課題・問題点

・安神地区にとって通勤・通学や買い物、救急搬送など、

生活に欠かせない道路であり、当路線は対馬市で唯一の

ごみ焼却施設の搬入経路でもあるが、幅員が狭く車同士

の離合も厳しい状況であるため、交通の円滑化及び安全

性向上が求められている。

完成区間：270m

・令和６年度までに供用開始延長 L=270m

・２車線の幅員が確保され大型車との離合も可能となり、安全で快
適な走行性が確保された。

改 良 前

残延長
Ｌ＝２．０３ｋｍ

国道382号線

主要地方道厳原豆酘美津島線

厳原地区

厳原港

つしま病院

安神

供用開始済
Ｌ＝０．２７ｋｍ

現道車両通行状況 改良後のスムーズな通行状況

整備効果

・道路整備による安全性向上及び

市街地へのアクセス向上

・救急車両の搬送時間短縮

・地域産業の輸送時間短縮



４．事業の進捗状況

【事業費増】
57.1億円（前回）⇒68.0億円（今回）

工期延長

【事業期間の延長】

R8（前回）⇒R9（今回）



４．事業の進捗状況（事業費の見直し）

◆掘削（発破工法）において、適切な支保工パターンで施工するために切羽判定委員会を設置し、
切羽判定結果により支保工を決定している。その結果Ｂパターン及びＣⅠパターンがＣⅡパターンに
変更となった。このため、事業費並びに施工日数（サイクルタイム）が増加となった。

掘削・支保工の工法の変更



４．事業の進捗状況（事業費の見直し）

支保工構造図

吹付・ロックボルト工

吹付・ロックボルト工

鋼アーチ支保工

Ｂパターン

ＣⅠパターン

ＣⅡパターン

ロックボルト
本数が増加

鋼アーチ支保工が追加

Ｂパターン、
ＣⅠパターンは
鋼アーチ支保工なし



５．上位計画への位置付け・関連事業の状況

第２次 対馬市総合計画 【後期計画（2021～2025）】における位置付け

対馬市では、市民主体の地域づくり、市民協働のまちづくりを推し進めるため、2016年から10年間の『第2次対馬市総合計画』を策定。

後期計画では、前期計画の進捗を評価し、対馬市のあるべき姿（目標）までの道筋を軌道修正し、実行内容を決定。

本事業は、総合計画の『支え合いで自立した島』を目指した具体的な施策として【生活インフラの維持と安心・安全なまちづくり】に位
置付けられている。



６．地元等の意向

◆安神地区に至る現道は、幅員狭小で急勾配であり、急カーブが連続
しているため、事故発生の危険性が極めて高い状態であった。

対馬市唯一のごみ焼却施設『対馬クリーンセンター』が平成１４年に建
設されたことにより、ごみ収集運搬の大型車両が頻繁に通行するように
なり、車同士の離合が困難で回避するために後進するなど不便な状況
であるとともに、事故発生の危険性はさらに上昇し逼迫状態となってい
る。

◆対馬市の市道の中でも大型車交通量が最も多い路線となっている。

平成１５年～平成２４年
市道尾浦浅藻線の道路改築に関する事業化について地区要望書を毎年受取

安神地区からの整備要望経緯

平成２５年～令和６年
市道尾浦浅藻線の道路改築事業に関する早期完成について地区要望書を毎年受取

平成２５年度 事業化決定

離合できず後続車もいるため、回避
できる場所まで後進している状況



７．コスト縮減・代替案立案の可能性

◆これまでもルート比較や可能な限りのコスト縮減は図ってきており、事業延長L=2.3ｋｍのうち、トンネル工
事区間がL=1,410mで、安神地区側はトンネル坑口まで令和4年度までに線形完了区間となっており、尾浦
地区側も令和6年度から工事に着手しており、令和8年度完成予定である。

また、現道においては、県道の分岐点から地区まで延長L=2.9km、高低差が257ｍあり、現道拡幅で計画
した場合、縦断勾配が急勾配となり道路構造令に沿わない。

以上により、事業効率化に大きく寄与する新たなコスト縮減や代替案の可能性はない。

市道尾浦浅藻線 ルート比較表

供用済区間R4線形完了区間

全体延長 L=2.3ｋｍ

トンネル区間 L=1,410ｍ

本体工 R8完成予定

現道拡幅案

主要地方道厳原豆酘美津島線

標高265m

標高8m
標高122m

R8完了予定



８．事業の投資効果

 費用対効果（B/C)

〔費用〕

・道路整備に要する事業費（工事費、用地費）、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔プラス要因〕

・交通需要推計データの更新

〔マイナス要因〕

・事業費の増

・事業期間の延長

◆ B/Cでは計測できない効果
・医療施設までのアクセス改善（医療施設の搬送支援、搬送時間短縮による救命率の向上）

・地域産業の輸送時間の短縮による作業効率や生産性の向上

今回評価
(令和７年度)

前回評価
(令和４年度)項目

２．４８＝ ５８．６３億円／２３．６８億円１．０１＝４５．１１億円／４４．６３億円残事業

０．８０＝ ５８．６３億円／７３．４７億円０．８４＝４５．１１億円／５３．９８億円全事業



９．対応方針（原案）

◆道路交通の円滑化及び安全性向上を図ることで、地域住民の生活利便性の

向上、救急医療体制強化の支援及び地域産業や観光振興に寄与する。

◆事業進捗率は事業費ベースで約６４．５％〔43.9億円/68.0億円〕（令和6年度末）で

あり、用地進捗率は１００％となっている。

◆近隣住民や対馬市唯一のごみ焼却施設利用者等からの要望も強く、対馬市

においても最優先改良区間として位置づけしていることから、期間を延長し事業

に取り組みたい。

対応方針
（原案）

継続


